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(57)【要約】
【課題】内視鏡スコープにおける発熱を考慮して内視鏡
スコープへの供給光量を調整することができる、内視鏡
用プロセッサ及び光供給量調整方法を得る。
【解決手段】光源が設置されると共に内視鏡スコープの
光入射端部と接続された状態で用いられ、前記光源から
出力された光を、プロセッサ内光路を介して前記内視鏡
スコープへ供給する内視鏡用プロセッサであって、前記
内視鏡スコープにおける光損失エネルギー見込み量を算
出する見込みエネルギー算出手段と、前記内視鏡スコー
プにおける光損失エネルギー許容最大値に対する、前記
算出された光損失エネルギー見込み量の乖離指標を算出
する乖離指標算出手段と、前記算出された乖離指標に基
づいて、前記内視鏡スコープへの光供給量を調整する光
供給量調整手段と、を具備することを特徴とする内視鏡
用プロセッサ。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源が設置されており、内視鏡スコープの光入射端部と接続された状態で用いられ、前
記光源から出力された光を前記内視鏡スコープへ供給する内視鏡用プロセッサであって、
　前記内視鏡スコープにおける光損失エネルギー見込み量を算出する見込みエネルギー算
出手段と、
　前記内視鏡スコープにおける光損失エネルギー許容最大値に対する、前記算出された光
損失エネルギー見込み量の乖離指標を算出する乖離指標算出手段と、
　前記算出された乖離指標に基づいて、前記内視鏡スコープへの光供給量を調整する光供
給量調整手段と、
　を具備することを特徴とする内視鏡用プロセッサ。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡用プロセッサであって、
　前記見込みエネルギー算出手段は、前記内視鏡スコープの光出射端部における出射端損
失エネルギー見込み量を算出し、
　前記乖離指標算出手段は、前記内視鏡スコープにおける出射端損失エネルギー許容最大
値に対する、前記算出された出射端損失エネルギー見込み量の出射端乖離指標を算出し、
　前記光供給量調整手段は、前記算出された出射端乖離指標に基づいて、前記内視鏡スコ
ープへの光供給量を調整する、内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】
　請求項２記載の内視鏡用プロセッサであって、
　前記見込みエネルギー算出手段は、前記内視鏡スコープの光入射端部における入射端損
失エネルギー見込み量をさらに算出し、
　前記乖離指標算出手段は、前記内視鏡スコープにおける入射端損失エネルギー許容最大
値に対する、前記算出された入射端損失エネルギー見込み量の入射端乖離指標をさらに算
出し、
　前記光供給量調整手段は、前記出射端乖離指標が前記入射端乖離指標以上である場合に
は、前記出射端乖離指標に基づいて、前記内視鏡スコープへの光供給量を調整し、前記出
射端乖離指標が前記入射端乖離指標よりも小さい場合には、前記入射端乖離指標に基づい
て、前記内視鏡スコープへの光供給量を調整する、内視鏡用プロセッサ。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の内視鏡用プロセッサであって、
　前記光供給量調整手段は、前記光源への供給電力量を調整することにより、前記内視鏡
スコープへの光供給量を調整する、内視鏡用プロセッサ。
【請求項５】
　請求項４記載の内視鏡用プロセッサであって、
　プロセッサ内光路上に位置して、前記プロセッサ内光路上の開口量を設定範囲内で変化
させることにより通過光量を変化させる通過光量変化部をさらに具備し、
　前記光供給量調整手段は、前記光源への供給電力量に対する調整と、前記通過光量変化
部に対する前記設定範囲の上限値に対する調整との段階調整を実行して、前記内視鏡スコ
ープへの光供給量を調整する、内視鏡用プロセッサ。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の内視鏡用プロセッサであって、
　前記光源固有の出力光量パラメータ、プロセッサ内光路における光損失量パラメータ、
前記内視鏡スコープ固有の光損失量パラメータ、及び、前記光損失エネルギー許容最大値
を取得する取得手段をさらに具備し、
　前記見込みエネルギー算出手段は、前記取得手段で取得された前記光源固有の出力光量
パラメータ、前記プロセッサ内光路固有の光損失量パラメータ、及び前記内視鏡スコープ
固有の光損失量パラメータに基づいて、前記光損失エネルギー見込み量を算出する、内視
鏡用プロセッサ。
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【請求項７】
　光源が設置されると共に内視鏡スコープの光入射端部と接続された状態で用いられ、前
記光源から出力された光を、前記内視鏡スコープへ供給する内視鏡用プロセッサにおける
、光供給量調整方法であって、
　前記内視鏡スコープにおける光損失エネルギー見込み量を算出し、
　前記内視鏡スコープにおける光損失エネルギー許容最大値に対する、前記算出された光
損失エネルギー見込み量の乖離指標を算出し、
　前記算出された乖離指標に基づいて、前記内視鏡スコープへの光供給量を調整する、
　ことを特徴とする光供給量調整方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用プロセッサ及び光供給量調整方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡システムを利用した医療診断が盛んに行われている。内視鏡システムは、基本構
成として、被検者の観察対象部位を撮影して観察画像を取得する内視鏡（内視鏡スコープ
）と、内視鏡が取得した観察画像に画像処理を施す内視鏡用プロセッサとを有している。
内視鏡用プロセッサには光源ランプが設置され、内視鏡用プロセッサは、光源ランプから
照射（出力、出射）された光を、プロセッサ内光路を介して内視鏡スコープへ供給する。
内視鏡スコープに入射された光は、内視鏡スコープの先端（出射端）から観察対象部位へ
向けて出射され、この出射光によって観察対象部位が照らされる。
【０００３】
　内視鏡スコープの先端から出射される光が過度に強いと、被検者体内の観察対象部位で
出射光の熱に起因して、観察画像の質の低下等種々の不具合が指摘されている。そこで、
従来、内視鏡スコープによって得られた画像における輝度に基づいて、内視鏡スコープに
供給する光量を調整する内視鏡システムが提案されている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－７５２２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、内視鏡スコープでは光のエネルギー損失に伴い熱が発生し、これにより、内視
鏡スコープが高温となる恐れがある。上記の通り、内視鏡スコープは被検者体内に挿入さ
れることから、高温になる可能性がある内視鏡スコープはさらなる改善が望まれている。
【０００６】
　しかしながら、従来の供給光量調整ではこの点について何ら考慮されていない。
【０００７】
　さらに、上記従来の内視鏡システムにおける光源装置は、接続される内視鏡スコープに
対して一律の最大光量値を設定している。このため、出射光量が大きい（つまり、内視鏡
スコープの先端が熱くなる）内視鏡であれば、出射光量を大きく取れるが、例えばLCB（L
ight Carrying Bundle）の本数が少ない内視鏡に対しては、光源装置から多く光量を出し
ても問題にならないにも関わらず、一律の最大光量を設定しているために、出射光量が抑
制されてしまう。
【０００８】
　本発明は、以上の問題意識に基づいてなされたものであり、第１に、内視鏡スコープに
おける発熱を考慮して内視鏡スコープへの供給光量を調整することができる、内視鏡用プ
ロセッサ及び光供給量調整方法を得ることを目的とする。
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　第２に、内視鏡スコープと光源との組み合わせ毎に内視鏡スコープへ供給可能な最大光
量を調整することができる、内視鏡用プロセッサ及び光供給量調整方法を得ることを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の内視鏡用プロセッサは、その一態様において、光源が設置されており、内視鏡
スコープの光入射端部と接続された状態で用いられ、前記光源から出力された光を前記内
視鏡スコープへ供給する内視鏡用プロセッサであって、前記内視鏡スコープにおける光損
失エネルギー見込み量を算出する見込みエネルギー算出手段と、前記内視鏡スコープにお
ける光損失エネルギー許容最大値に対する、前記算出された光損失エネルギー見込み量の
乖離指標を算出する乖離指標算出手段と、前記算出された乖離指標に基づいて、前記内視
鏡スコープへの光供給量を調整する光供給量調整手段とを具備する。
【００１０】
　前記見込みエネルギー算出手段は、前記内視鏡スコープの光出射端部における出射端損
失エネルギー見込み量を算出し、前記乖離指標算出手段は、前記内視鏡スコープにおける
出射端損失エネルギー許容最大値に対する、前記算出された出射端損失エネルギー見込み
量の出射端乖離指標を算出し、前記光供給量調整手段は、前記算出された出射端乖離指標
に基づいて、前記内視鏡スコープへの光供給量を調整してもよい。
【００１１】
　前記見込みエネルギー算出手段は、前記内視鏡スコープの光入射端部における入射端損
失エネルギー見込み量をさらに算出し、前記乖離指標算出手段は、前記内視鏡スコープに
おける入射端損失エネルギー許容最大値に対する、前記算出された入射端損失エネルギー
見込み量の入射端乖離指標をさらに算出し、前記光供給量調整手段は、前記出射端乖離指
標が前記入射端乖離指標以上である場合には、前記出射端乖離指標に基づいて、前記内視
鏡スコープへの光供給量を調整し、前記出射端乖離指標が前記入射端乖離指標よりも小さ
い場合には、前記入射端乖離指標に基づいて、前記内視鏡スコープへの光供給量を調整し
てもよい。
【００１２】
　前記光供給量調整手段は、前記光源への供給電力量を調整することにより、前記内視鏡
スコープへの光供給量を調整してもよい。
【００１３】
　前記内視鏡用プロセッサは、プロセッサ内光路上に位置して、前記プロセッサ内光路上
の開口量を設定範囲内で変化させることにより通過光量を変化させる通過光量変化部をさ
らに具備し、前記光供給量調整手段は、前記光源への供給電力量に対する調整と、前記通
過光量変化部に対する前記設定範囲の上限値に対する調整との段階調整を実行して、前記
内視鏡スコープへの光供給量を調整してもよい。
【００１４】
　前記内視鏡用プロセッサは、前記光源固有の出力光量パラメータ、プロセッサ内光路に
おける光損失量パラメータ、前記内視鏡スコープ固有の光損失量パラメータ、及び、前記
光損失エネルギー許容最大値を取得する取得手段をさらに具備し、前記見込みエネルギー
算出手段は、前記取得手段で取得された前記光源固有の出力光量パラメータ、前記プロセ
ッサ内光路固有の光損失量パラメータ、及び前記内視鏡スコープ固有の光損失量パラメー
タに基づいて、前記光損失エネルギー見込み量を算出してもよい。
【００１５】
　本発明の光供給量調整方法は、その一態様において、光源が設置されると共に内視鏡ス
コープの光入射端部と接続された状態で用いられ、前記光源から出力された光を、前記内
視鏡スコープへ供給する内視鏡用プロセッサにおける、光供給量調整方法であって、前記
内視鏡スコープにおける光損失エネルギー見込み量を算出し、前記内視鏡スコープにおけ
る光損失エネルギー許容最大値に対する、前記算出された光損失エネルギー見込み量の乖
離指標を算出し、前記算出された乖離指標に基づいて、前記内視鏡スコープへの光供給量
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を調整する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、内視鏡スコープにおける発熱を考慮して内視鏡スコープへの供給光量
を調整することができる、内視鏡用プロセッサ及び光供給量調整方法を得られる。また、
内視鏡スコープと光源との組み合わせ毎に内視鏡スコープへ供給可能な最大光量を調整す
ることができる、内視鏡用プロセッサ及び光供給量調整方法を得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１実施形態の電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】光供給量の調整に関わるＣＰＵの構成を示すブロック図である。
【図３】第１実施形態の電子内視鏡用プロセッサの処理動作の一例を示すフローチャート
である。
【図４】第１実施形態の光供給量調整値の算出処理を示すフローチャートである。
【図５】図４の続きを示すフローチャートである。
【図６】図４の続きを示すフローチャートである。
【図７】第２実施形態の光供給量調整値の算出処理を示すフローチャートである。
【図８】図７の続きを示すフローチャートである。
【図９】図８の続きを示すフローチャートである。
【図１０】図７の続きを示すフローチャートである。
【図１１】図１０の続きを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に、本発明の内視鏡用プロセッサ及び光供給量調整方法の実施形態を図面に基づい
て詳細に説明する。なお、この実施形態により本発明の内視鏡用プロセッサ及び光供給量
調整方法が限定されるものではない。また、実施形態において同一の機能を有する構成に
は同一の符号を付し、重複する説明は省略される。
【００１９】
≪第１実施形態≫
　＜電子内視鏡システムの構成＞
　図１は、第１実施形態の電子内視鏡システム１０の構成を示すブロック図である。図１
において電子内視鏡システム１０は、電子内視鏡用プロセッサ１００と、電子内視鏡（内
視鏡スコープ）２００と、モニタ３００とを有している。
【００２０】
　電子内視鏡２００は、操作者が把持する把持操作部（図示せず）と、この把持操作部か
ら延出する可撓性のある挿入部２１０と、この把持操作部から挿入部２１０とは反対側に
延出するユニバーサルチューブ２２０とを有している。ユニバーサルチューブ２２０の一
端部にはコネクタ部２３０が設けられており、このコネクタ部２３０のコネクタ端子（図
示せず）と電子内視鏡用プロセッサ１００のコネクタ端子（図示せず）が接続可能になっ
ている。
【００２１】
　また、電子内視鏡２００は、ライトガイドファイバ２４０と、照明レンズ（配光用レン
ズ）２５０と、対物レンズ（観察用レンズ）２６０と、ＣＣＤ（撮像素子）２７０と、信
号伝送ケーブル２８０と、ＡＦＥ（Analog Front End）２９０と、メモリ２９５とを有し
ている。
【００２２】
　ライトガイドファイバ２４０は、挿入部２１０、把持操作部（図示せず）及びユニバー
サルチューブ２２０を通り、コネクタ部２３０から突出するライトガイドスリーブ（図示
せず）内まで延びている。コネクタ部２３０のコネクタ端子（図示せず）と電子内視鏡用
プロセッサ１００のコネクタ端子（図示せず）が接続されると、ライトガイドファイバ２
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４０は、電子内視鏡用プロセッサ１００に内蔵された照明光学系（光源ランプ１１０、フ
ィルタ１２０、集光レンズ１３０、及び絞り１４０を含む）と光学的に接続される。そし
て、ライトガイドファイバ２４０は、照明光学系（光源ランプ１１０、フィルタ１２０、
集光レンズ１３０、及び絞り１４０を含む）を介して入力された光を照明レンズ２５０ま
で導く。
【００２３】
　照明レンズ２５０は、挿入部２１０の前端面に設けられており、ライトガイドファイバ
２４０によって導かれた光を所定の配光によって外方に出射する。
【００２４】
　対物レンズ（観察用レンズ）２６０は、挿入部２１０の前端面に設けられており、照明
レンズ２５０から出射された光が撮影対象物で反射された光を入力し、この入力光をＣＣ
Ｄ（撮像素子）２７０へ出力する。
【００２５】
　ＣＣＤ２７０は、対物レンズ２６０の直後に設けられており、対物レンズ２６０から受
け取った光によって被写体の画像信号を取得する。そして、ＣＣＤ２７０は、取得した画
像信号を、信号伝送ケーブル２８０を介してＡＦＥ２９０へ送出する。
【００２６】
　ＡＦＥ２９０は、ＣＣＤ２７０から受け取った画像信号を記憶した上で、電子内視鏡用
プロセッサ１００内のＣＰＵ１７０へ出力する。
【００２７】
　メモリ２９５は、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００に固有の「光損失量パラメータ
」、及び、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００における「光損失エネルギー許容最大値
」を記憶している。そして、メモリ２９５は、後述する電子内視鏡用プロセッサ１００の
ＣＰＵ１７０からの求めに応じて、記憶している情報をＣＰＵ１７０へ出力する。
【００２８】
　より具体的には、メモリ２９５は、「光損失量パラメータ」として、スコープパラメー
タηＳＣ、電子内視鏡２００の光出射端部（照明レンズ２５０を含む）における光損失割
合（Ｔｉｐｌｏｓｓ［％］）、及び、電子内視鏡２００の光入射端部（入射端面２４２を
含む）における光損失割合（Ｐｌｏｓｓ［％］）を記憶している。また、メモリ２９５は
、「光損失エネルギー許容最大値」として、電子内視鏡２００の光出射端部（照明レンズ
２５０を含む）における損失エネルギーの許容最大値（ＭａｘＴｉｐＷ）、及び、電子内
視鏡２００の光入射端部（入射端面２４２を含む）における損失エネルギーの許容最大値
（ＭａｘＰＷ）を記憶している。なお、スコープパラメータηＳＣの詳細については後に
詳しく説明する。
【００２９】
　電子内視鏡用プロセッサ１００は、光源ランプ（光源）１１０と、フィルタ１２０と、
集光レンズ１３０と、絞り（通過光量変化部）１４０と、ランプ電源１５０と、ＣＰＵ（
制御手段）１７０と、メモリ１８０とを有している。
【００３０】
　ランプ電源１５０は、ＣＰＵ１７０からの点灯電流指示信号やその他の制御信号による
制御の下で、光源ランプ１１０に点灯用電力を供給する。
【００３１】
　光源ランプ１１０は、コリメータレンズ（図示せず）を内蔵しており、ランプ電源１５
０からの点灯用電力の供給を受けて、平行光からなる照明光（光束、平行照明光）を出射
する。
【００３２】
　光源ランプ１１０は、メモリ（図示せず）を有しており、このメモリ（図示せず）には
、光源ランプ１１０に固有の「出力光量パラメータ」を記憶している。「出力光量パラメ
ータ」には、ランプパラメータηＬＡ、及び、供給電力の設定可能範囲が含まれる。ラン
プパラメータηＬＡは、光源ランプ１１０の出荷前に工場で測定された、一定の入力電力
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（電圧×電流）に対する光源ランプ１１０の出射光量に基づく値である。なお、ランプパ
ラメータηＬＡについては、後に詳しく説明する。
【００３３】
　フィルタ１２０は、熱吸収フィルタ１２０Ａ及びＩＲカットフィルタ（赤外カットフィ
ルタ）１２０Ｂを含んでいる。
【００３４】
　集光レンズ１３０は、フィルタ１２０を通過した光をライトガイドファイバ２４０の入
射端面２４２に向けて集光する。これにより、フィルタ１２０を通過した光がライトガイ
ドファイバ２４０へ効率良く入射される。ここで、光源ランプ１１０とライトガイドファ
イバ２４０の入射端面２４２との間を、以下、「プロセッサ内光路」と呼ぶ。
【００３５】
　絞り（通過光量変化部）１４０は、光源ランプ１１０から出射された光の光路上に設け
られており、光源ランプ１１０から出射された光束を入力し、入力した光束の一部のみを
出力する。すなわち、絞り（通過光量変化部）１４０は、入力した光束の一部を遮光して
残りを通過させている。この通過光の量は、絞り（通過光量変化部）１４０に対する開口
量についての「設定可能範囲」（以下、「開口範囲」と呼ぶ）内で設定された「設定開口
値」を変化させることによって変化するようになっている。
【００３６】
　モータ１６０は、ＣＰＵ１７０から受け取った調光制御信号（例えば、上記の設定開口
値）に基づいて駆動して、絞り（通過光量変化部）１４０を例えば光路から光路直交方向
に進退させることにより、絞り（通過光量変化部）１４０の通過光量を変化させている。
【００３７】
　メモリ１８０は、プロセッサ内光路における「光損失量パラメータ」として、プロセッ
サパラメータηＰＲを記憶している。このプロセッサパラメータηＰＲは、電子内視鏡用
プロセッサ１００の出荷前に工場で、電子内視鏡用プロセッサ１００のプロセッサ内光路
へ特定の基準光を入れたときに電子内視鏡用プロセッサ１００から出射される光量の測定
値に基づく値である。なお、プロセッサパラメータηＰＲについては、後に詳しく説明す
る。
【００３８】
　ＣＰＵ１７０は、電子内視鏡２００から受け取った画像信号に所定の画像処理を施して
撮影画像データとし、これをモニタ３００に表示する。なお、電子内視鏡用プロセッサ１
００と電子内視鏡２００の間では、ＣＣＤ２７０が取得した被写体の画像信号の他にも、
各種の制御信号等が伝送される。
【００３９】
　また、ＣＰＵ１７０は、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００における光損失エネルギ
ー見込み量を算出する。そして、ＣＰＵ１７０は、内視鏡スコープにおける光損失エネル
ギー許容最大値に対する、光損失エネルギー見込み量の乖離指標を算出する。そして、Ｃ
ＰＵ１７０は、算出された乖離指標に基づいて、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００へ
の光供給量を調整する。第１実施形態における光供給量調整では、光源ランプ１１０に対
する供給電力量を調整することにより、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００への光供給
量を調整する。
【００４０】
　図２は、光供給量の調整に関わるＣＰＵの構成を示すブロック図である。図２において
、ＣＰＵ１７０は、パラメータ取得部１７０Ａと、見込みエネルギー算出部１７０Ｂと、
乖離指標算出部１７０Ｃと、光供給量調整部１７０Ｄとを有している。
【００４１】
　パラメータ取得部１７０Ａは、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００のメモリ２９５か
ら、電子内視鏡２００に固有の「光損失量パラメータ」、及び、電子内視鏡２００におけ
る「光損失エネルギー許容最大値」を取得する。具体的には、パラメータ取得部１７０Ａ
は、「光損失量パラメータ」として、スコープパラメータηＳＣ、電子内視鏡２００の光
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出射端部（照明レンズ２５０を含む）における光損失割合（Ｔｉｐｌｏｓｓ［％］）、及
び、電子内視鏡２００の光入射端部（入射端面２４２を含む）における光損失割合（Ｐｌ
ｏｓｓ［％］）を取得する。そして、パラメータ取得部１７０Ａは、「光損失エネルギー
許容最大値」として、電子内視鏡２００の光出射端部（照明レンズ２５０を含む）におけ
る損失エネルギーの許容最大値（ＭａｘＴｉｐＷ）、及び、電子内視鏡２００の光入射端
部（入射端面２４２を含む）における損失エネルギーの許容最大値（ＭａｘＰＷ）を取得
する。
【００４２】
　また、パラメータ取得部１７０Ａは、光源ランプ１１０のメモリ（図示せず）から光源
ランプ１１０に固有の「出力光量パラメータ」、つまり、ランプパラメータηＬＡ、及び
、供給電力の設定可能範囲を取得する。さらに、パラメータ取得部１７０Ａは、電子内視
鏡用プロセッサ１００のメモリ１８０からプロセッサパラメータηＰＲを取得する。
【００４３】
　見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、例えば、下記式（１）を用いて、電子内視鏡２０
０の光出射端部（照明レンズ２５０を含む）における出射端損失エネルギー見込み量Ｔｉ
ｐｌｏｓｓＷを算出する。また、見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、例えば、下記式（
２）を用いて、電子内視鏡２００の光入射端部（入射端面２４２を含む）における入射端
損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷを算出する。
　TiplossW＝Tiploss×ηSC×(1-Ploss)×ηPR×ηLA×現在の光源電力設定値　・・・（
１）
　PlossW＝Ploss×ηPR×ηLA×現在の光源電力設定値　・・・（２）
【００４４】
　乖離指標算出部１７０Ｃは、例えば、下記式（３）を用いて、電子内視鏡２００の光出
射端部（照明レンズ２５０を含む）における損失エネルギーの許容上限値（ＭａｘＴｉｐ
Ｗ）に対する、出射端損失エネルギー見込み量ＴｉｐｌｏｓｓＷの出射端乖離指標Ｔｒａ
ｔｅを算出する。また、乖離指標算出部１７０Ｃは、例えば、下記式（４）を用いて、電
子内視鏡２００の光入射端部（入射端面２４２を含む）における損失エネルギーの許容上
限値（ＭａｘＰＷ）に対する、入射端損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷの入射端乖離
指標Ｐｒａｔｅを算出する。
　Trate＝TiplossW/MaxTipW　・・・（３）
　Prate＝PlossW/MaxPW　・・・（４）
【００４５】
　光供給量調整部１７０Ｄは、出射端乖離指標Ｔｒａｔｅが入射端乖離指標Ｐｒａｔｅ以
上である場合には、出射端乖離指標Ｔｒａｔｅに基づいて（つまり、出射端乖離指標Ｔｒ
ａｔｅを「使用乖離指標」として）、電子内視鏡２００への光供給量を調整し、出射端乖
離指標Ｔｒａｔｅが入射端乖離指標Ｐｒａｔｅよりも小さい場合には、入射端乖離指標Ｐ
ｒａｔｅに基づいて（つまり、入射端乖離指標Ｐｒａｔｅを「使用乖離指標」として）、
電子内視鏡２００への光供給量を調整する。これにより、電子内視鏡２００の光出射端部
（照明レンズ２５０を含む）及び光入射端部（入射端面２４２を含む）のうちで、より高
温となってしまう可能性の高い方に対応する乖離指標を用いて光供給量を調整することが
できる。
【００４６】
　第１実施形態では、光供給量調整部１７０Ｄは、光源ランプ１１０に対する供給電力量
を調整することにより、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００への光供給量を調整する。
例えば、「使用乖離指標」が１を超える場合には、光供給量調整部１７０Ｄは、「使用乖
離指標」が１を超える割合分だけ光源電力設定値を下げるように制御する（減光）。一方
、「使用乖離指標」が１未満の場合には、光供給量調整部１７０Ｄは、「使用乖離指標」
が１より小さい割合分だけ光源電力設定値を上げるように制御する（増光）。
【００４７】
　ここで、スコープパラメータηＳＣ、ランプパラメータηＬＡ、及び、プロセッサパラ
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メータηＰＲについて、詳しく説明する。
【００４８】
　ランプパラメータηＬＡは、次の式（５）で表すことができる。
　ηLA＝ηL1×ηL2　・・・（５）
　光源ランプ１１０は、消耗品であり、交換されるものである。そして、光源ランプ１１
０は、通常、個々で出力の最大値が異なっている、つまり、出力値に個体差がある。ηL1
は、光源ランプ１１０と電子内視鏡用プロセッサ１００との間の光結合率である。光源ラ
ンプ１１０毎に光の広がりが違うため、光源ランプ１１０毎にプロセッサ内光路との光の
結合が変わる。ηL2は、光源ランプ１１０の発光効率である。光源ランプ１１０は入力電
力に対する出力光量に個体差がある。
【００４９】
　プロセッサパラメータηＰＲは、次の式（６）で表すことができる。
　ηPR＝ηP1×ηP2×ηP3×ηP4　・・・（６）
　ηP1は、電子内視鏡用プロセッサ１００と電子内視鏡２００との間の光結合率である。
電子内視鏡用プロセッサ１００と電子内視鏡２００との関係で、Loss（光損失）と光の伝
達効率が、通常、電子内視鏡用プロセッサ１００と電子内視鏡２００の組み合わせによっ
て変わる。Lossは、製品の種類で最大Lossを決めておくか、又は、製品内でバラつきが大
きい場合には、その製品ごとで設定すればよい。ηP2は、レンズ透過率（光学系位置公差
影響を含む）である。ηP2は、レンズに起因するものであるから、工場出荷時の値でよい
。経年によってほこりなどで光量が落ちる分には出射光量としては過剰に出力されること
はないため、問題にならない。ηP3は、ＩＲカットフィルタ（赤外カットフィルタ）１２
０Ｂの透過効率である。ηP4は、熱吸収フィルタ１２０Ａの透過効率である。
【００５０】
　スコープパラメータηＳＣは、次の式（７）で表すことができる。
　ηSC＝ηS2/ηS3/ηS1 [＝η2/（1-Tiploss）/（1-Ploss)]  ・・・（７）
　ηS1は、電子内視鏡２００の光出射端部（照明レンズ２５０を含む）の配光による出射
光効率（1-Tiplossの値でもある）である。ηS1は、照明レンズ２５０に含まれる配光レ
ンズの枚数や、ライトガイドファイバ２４０の接続で効率が変わる。ηS2は、ライトガイ
ドファイバ２４０の透過率である。ηS2は、製品ごとに異なる。ηS2は、製造中のライト
ガイドファイバ２４０の折れなどでも変わる。製造中のライトガイドファイバ２４０は、
製品化後に経年で出射光量が減る。このため、出射光量は過剰とならない。ηS3は、電子
内視鏡２００と電子内視鏡用プロセッサ１００との間の光結合効率（1-Plossの値でもあ
る）である。
【００５１】
　＜電子内視鏡システムの動作＞
　以上の構成を有する電子内視鏡システム１０の処理動作の一例について説明する。以下
では、特に、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００に対する光供給量の調整制御に関わる
電子内視鏡用プロセッサ１００の処理動作について説明する。図３は、第１実施形態の電
子内視鏡用プロセッサの処理動作の一例を示すフローチャートである。図４～６は、第１
実施形態の光供給量調整値の算出処理を示すフローチャートである。
【００５２】
　ステップＳ１においてＣＰＵ１７０のパラメータ取得部１７０Ａは、ランプパラメータ
ηＬＡ、光源ランプ１１０に対する供給電力の設定可能範囲、プロセッサパラメータηＰ
Ｒ、スコープパラメータηＳＣ、出射端損失割合Ｔｉｐｌｏｓｓ、入射端損失割合Ｐｌｏ
ｓｓ、入射端損失エネルギー許容最大値ＭａｘＰＷ、出射端損失エネルギー許容最大値Ｍ
ａｘＰＷ、及び、現在の光源電力設定値を取得する。
【００５３】
　ステップＳ２においてＣＰＵ１７０は、光供給量調整値の算出処理を実行する。光供給
量調整値の算出処理の詳細は、図４～６に示されている。
【００５４】
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　ステップＳ１１において見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、例えば、上記式（１）を
用いて、出射端損失エネルギー見込み量ＴｉｐｌｏｓｓＷを算出する。
【００５５】
　ステップＳ１２において見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、例えば、上記式（２）を
用いて、入射端損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷを算出する。
【００５６】
　ステップＳ１３において乖離指標算出部１７０Ｃは、例えば、上記式（３）を用いて、
出射端乖離指標Ｔｒａｔｅを算出し、例えば、上記式（４）を用いて、入射端乖離指標Ｐ
ｒａｔｅを算出する。
【００５７】
　ステップＳ１４において光供給量調整部１７０Ｄは、出射端乖離指標Ｔｒａｔｅ及び入
射端乖離指標Ｐｒａｔｅのうちで大きい方を、使用指標Ｍａｔｈとして決定する。
【００５８】
　ステップＳ１５において光供給量調整部１７０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈが１より大きい
か否かを判定する。
【００５９】
　使用指標Ｍａｔｈが１より大きい場合（ステップＳ１５：ＹＥＳ）、光供給量調整部１
７０Ｄは、光源電力設定値の低減修正値候補を算出する（ステップＳ１６）。例えば、光
供給量調整部１７０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈが１より超えている分だけ現在の光源電力設
定値を減少させた値を、低減修正値候補として算出する。
【００６０】
　ステップＳ１７において光供給量調整部１７０Ｄは、低減修正値候補が光源ランプ１１
０に対する供給電力の設定可能範囲の下限値以下であるか否かを判定する。
【００６１】
　低減修正値候補が光源ランプ１１０に対する供給電力の設定可能範囲の下限値以下であ
る場合（ステップＳ１７：ＹＥＳ）、光供給量調整部１７０Ｄは、供給電力の設定可能範
囲の下限値を、低減修正後の光源電力設定値とする（ステップＳ１８）。
【００６２】
　低減修正値候補が光源ランプ１１０に対する供給電力の設定可能範囲の下限値より大き
い場合（ステップＳ１７：ＮＯ）、光供給量調整部１７０Ｄは、低減修正値候補を、低減
修正後の光源電力設定値とする（ステップＳ１９）。
【００６３】
　ステップＳ２０において見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、低減修正後の光源電力設
定値を用いて、ステップＳ１１と同様に、出射端損失エネルギー見込み量Ｔｉｐｌｏｓｓ
Ｗを算出する。
【００６４】
　ステップＳ２１において見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、低減修正後の光源電力設
定値を用いて、ステップＳ１２と同様に、入射端損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷを
算出する。
【００６５】
　ステップＳ２２において乖離指標算出部１７０Ｃは、ステップＳ２０で算出された出射
端損失エネルギー見込み量ＴｉｐｌｏｓｓＷを用いて、ステップＳ１３と同様に、出射端
乖離指標Ｔｒａｔｅを算出し、ステップＳ２１算出された入射端損失エネルギー見込み量
ＰｌｏｓｓＷを用いて、入射端乖離指標Ｐｒａｔｅを算出する。
【００６６】
　ステップＳ２３において光供給量調整部１７０Ｄは、ステップＳ１４と同様に、出射端
乖離指標Ｔｒａｔｅ及び入射端乖離指標Ｐｒａｔｅのうちで大きい方を、使用指標Ｍａｔ
ｈとして決定する。
【００６７】
　ステップＳ２４において光供給量調整部１７０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈが１より大きい
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か否かを判定し、使用指標Ｍａｔｈが１より大きい場合（ステップＳ２４：ＹＥＳ）には
、光供給量調整値の算出処理はエラー終了となり、使用指標Ｍａｔｈが１以下の場合（ス
テップＳ２４：ＮＯ）には、光供給量調整値の算出処理は終了（正常終了）する。光供給
量調整値の算出処理が正常終了した場合には、処理フローは、図３のステップＳ３へ進む
ことになる。一方、エラー終了の場合には、図３の処理フロー自体が終了する。
【００６８】
　使用指標Ｍａｔｈが１以下である場合（ステップＳ１５：ＮＯ）、光供給量調整部１７
０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈが１であるか否かを判定する（ステップＳ２５）。
【００６９】
　使用指標Ｍａｔｈが１である場合（ステップＳ２５：ＹＥＳ）、光供給量調整値の算出
処理は正常終了する。
【００７０】
　使用指標Ｍａｔｈが１より小さい場合（ステップＳ２５：ＮＯ）、光供給量調整部１７
０Ｄは、光源電力設定値の増加修正値候補を算出する（ステップＳ２６）。例えば、光供
給量調整部１７０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈが１より小さい分だけ現在の光源電力設定値を
増加させた値を、増加修正値候補として算出する。
【００７１】
　ステップＳ２７において光供給量調整部１７０Ｄは、増加修正値候補が光源ランプ１１
０に対する供給電力の設定可能範囲の上限値より小さいか否かを判定する。
【００７２】
　増加修正値候補が光源ランプ１１０に対する供給電力の設定可能範囲の上限値より小さ
い場合（ステップＳ２７：ＹＥＳ）、光供給量調整部１７０Ｄは、増加修正値候補を、増
加修正後の光源電力設定値とする（ステップＳ２８）。
【００７３】
　増加修正値候補が光源ランプ１１０に対する供給電力の設定可能範囲の上限値以上であ
る場合（ステップＳ２７：ＮＯ）、光供給量調整部１７０Ｄは、供給電力の設定可能範囲
の上限値を、増加修正後の光源電力設定値とする（ステップＳ２９）。そして、光供給量
調整値の算出処理は終了（正常終了）する。
【００７４】
　図３の説明に戻り、ステップＳ３において光供給量調整部１７０Ｄは、修正後の光源電
力設定値をメモリ１８０に記憶させる。
【００７５】
　ステップＳ４において光供給量調整部１７０Ｄは、修正後の光源電力設定値を用いて、
光源ランプ１１０に対する供給電力量を調整することにより、電子内視鏡（内視鏡スコー
プ）２００への光供給量を調整する。
【００７６】
　ここで、数値例を出して、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００に対する光供給量の調
整例について説明する。
【００７７】
　まず、数値例１として、光源ランプ１１０に対する現在の光源電力設定値を150Wとし、
ηLA＝1.10、ηPR＝0.9、Ploss%＝0.05、ηSC=0.93、Tiploss%＝0.1、MaxPW＝8[W]、MaxT
ipW＝12[W]とする。
　このときの入射端損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷ及び出射端損失エネルギー見込
み量ＴｉｐｌｏｓｓＷは、次の式で求められる。
　PlossW＝150*1.1*0.9*0.05=7.425
　TiplossW＝150*1.1*0.9*(1-0.05)*0.93*0.1=13.1
　そして、入射端乖離指標Ｐｒａｔｅ及び出射端乖離指標Ｔｒａｔｅは次の式で求められ
る。
　Prate＝7.425/8＝0.9285
　Trate＝13.1/12＝1.092
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　従って、Ｔｒａｔｅ＞Ｐｒａｔｅなので、ＴｒａｔｅがＭａｔｈとなる。そして、Ｍａ
ｔｈが１を超えているので、0.092の割合だけ現在の光源電力設定値が減少されて、光源
ランプ１１０に対する光源電力設定値は、137.4Wへ変更される。
【００７８】
　また、数値例２として、光源ランプ１１０に対する現在の光源電力設定値を150Wとし、
ηLA＝0.85、ηPR＝0.9、Ploss%＝0.05、ηSC＝0.93、Tiploss%＝0.1、MaxPW＝8[W]、Max
TipW＝12[W]とする。
　このときの入射端損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷ及び出射端損失エネルギー見込
み量ＴｉｐｌｏｓｓＷは、次の式で求められる。
　PlossW＝150*0.85*0.9*0.05＝5.74
　TiplossW＝150*0.85*0.9*(1-0.05)*0.93*0.1＝10.14
　そして、入射端乖離指標Ｐｒａｔｅ及び出射端乖離指標Ｔｒａｔｅは次の式で求められ
る。
　Prate＝5.74/8＝0.7175
　Trate＝10.14/12＝0.845
　従って、Ｔｒａｔｅ＞Ｐｒａｔｅなので、ＴｒａｔｅがＭａｔｈとなる。そして、Ｍａ
ｔｈが１より小さいので、約0.155％の割合だけ現在の光源電力設定値が増加されて、光
源ランプ１１０に対する光源電力設定値は、173.25Wへ変更される。
【００７９】
　以上のように第１実施形態によれば、電子内視鏡用プロセッサ１００において、見込み
エネルギー算出部１７０Ｂは、電子内視鏡２００における損失エネルギー見込み量（Ｔｉ
ｐｌｏｓｓＷ、ＰｌｏｓｓＷ）を算出する。そして、乖離指標算出部１７０Ｃは、電子内
視鏡２００における損失エネルギーの許容上限値（ＭａｘＴｉｐＷ、ＭａｘＰＷ）に対す
る、損失エネルギー見込み量（ＴｉｐｌｏｓｓＷ、ＰｌｏｓｓＷ）の乖離指標（Ｔｒａｔ
ｅ、Ｐｒａｔｅ）を算出する。そして、光供給量調整部１７０Ｄは、算出された乖離指標
（Ｔｒａｔｅ、Ｐｒａｔｅ）に基づいて、電子内視鏡２００への光供給量を調整する。
【００８０】
　この電子内視鏡用プロセッサ１００の構成により、電子内視鏡２００（内視鏡スコープ
）における発熱を考慮して電子内視鏡２００への供給光量を調整することができる。これ
により、発熱によって電子内視鏡２００が高温となることを確実に防止することができ、
被検者体内が傷つけられることを防止することができる。さらに、安全性を確保した上で
、できるだけ多くの光を電子内視鏡２００へ供給することができる。
【００８１】
　また、電子内視鏡用プロセッサ１００において、パラメータ取得部１７０Ａは、損失エ
ネルギー見込み量（ＴｉｐｌｏｓｓＷ、ＰｌｏｓｓＷ）及び乖離指標（Ｔｒａｔｅ、Ｐｒ
ａｔｅ）に用いられる、電子内視鏡２００に固有のパラメータ、電子内視鏡用プロセッサ
１００に固有のパラメータ、及び、電子内視鏡２００に固有のパラメータを含むパラメー
タ群を取得する。そして、見込みエネルギー算出部１７０Ｂ及び乖離指標算出部１７０Ｃ
は、パラメータ取得部１７０Ａで取得されたパラメータ群を用いて、損失エネルギー見込
み量（ＴｉｐｌｏｓｓＷ、ＰｌｏｓｓＷ）及び乖離指標（Ｔｒａｔｅ、Ｐｒａｔｅ）を算
出する。
【００８２】
　この電子内視鏡用プロセッサ１００の構成により、電子内視鏡用プロセッサ１００に接
続される電子内視鏡２００及び光源ランプ１１０が変更された場合であっても、電子内視
鏡用プロセッサ１００、電子内視鏡２００及び光源ランプ１１０の組み合わせに応じた、
損失エネルギー見込み量（ＴｉｐｌｏｓｓＷ、ＰｌｏｓｓＷ）及び乖離指標（Ｔｒａｔｅ
、Ｐｒａｔｅ）を算出することができる。これにより、電子内視鏡用プロセッサ１００、
電子内視鏡２００及び光源ランプ１１０の組み合わせが変わった場合でも、電子内視鏡２
００（内視鏡スコープ）における発熱を考慮して電子内視鏡２００への供給光量を調整す
ることができる。さらに、安全性を確保した上で、できるだけ多くの光を電子内視鏡２０
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０へ供給することができる。特に、電子内視鏡２００の種類が特殊な場合や特殊光による
観察が行われる場合であっても、安全性を確保した上で、できるだけ多くの光を電子内視
鏡２００へ供給することができるので、観察画像が暗くなってしまうことを回避すること
ができる。また、光源ランプ１１０のばらつきに対する厳しい規格も必要なくなるので、
光源ランプ１１０の出荷前のエージング等の処理が必要なくなり、費用削減効果が見込ま
れる。
　ここで、パラメータ群の取得並び損失エネルギー見込み量（ＴｉｐｌｏｓｓＷ、Ｐｌｏ
ｓｓＷ）及び乖離指標（Ｔｒａｔｅ、Ｐｒａｔｅ）の算出は、電子内視鏡用プロセッサ１
００の起動の度に、電子内視鏡用プロセッサ１００に対する電子内視鏡２００の挿入（接
続）の度に、又は、光源ランプ１１０が変更される度に、つまり、電子内視鏡用プロセッ
サ１００、電子内視鏡２００及び光源ランプ１１０の組み合わせが変更された可能性があ
る機会毎に、行われてもよい。また、電子内視鏡用プロセッサ１００、電子内視鏡２００
及び光源ランプ１１０の組み合わせの識別情報と、該組み合わせについて算出した供給光
量の調整制御値とを対応付けて、メモリ１８０に記憶しておき、例えば、電子内視鏡用プ
ロセッサ１００の電源投入時に、現在の電子内視鏡用プロセッサ１００、電子内視鏡２０
０及び光源ランプ１１０の組み合わせに対応する調整制御値が記憶されていれば、パラメ
ータ群の取得並び損失エネルギー見込み量（ＴｉｐｌｏｓｓＷ、ＰｌｏｓｓＷ）及び乖離
指標（Ｔｒａｔｅ、Ｐｒａｔｅ）の算出をスキップして、記憶されている調整制御値を用
いることもできる。
【００８３】
　以上の説明では、ＣＰＵ１７０による電子内視鏡２００への光供給量の調整は、光源ラ
ンプ１１０への供給電力量に対する調整によって行われているが、この代わりに、絞り（
通過光量変化部）１４０の開口量（例えば、光路に対する光路直交方向での進退距離に対
応する）についての設定可能範囲（つまり、開口範囲）の上限値を調整することによって
行われてもよい。
【００８４】
≪第２実施形態≫
　第２実施形態では、電子内視鏡（内視鏡スコープ）に対する光供給量の調整が、光源ラ
ンプへの供給電力量に対する調整と、絞り（通過光量変化部）の開口量についての設定可
能範囲の上限値に対する調整との段階調整によって行われる。第２実施形態の電子内視鏡
システムの基本構成は、第１実施形態の電子内視鏡システム１０と同じであるので、図１
、図２を参照する。
【００８５】
　第２実施形態の電子内視鏡用プロセッサ１００におけるＣＰＵ１７０の光供給量調整部
１７０Ｄは、光源ランプ１１０への供給電力量に対する調整と、絞り（通過光量変化部）
１４０の開口量（例えば、光路に対する光路直交方向での進退距離に対応する）について
の設定可能範囲（つまり、「開口範囲」）の上限値に対する調整との段階調整を実行して
、電子内視鏡２００への光供給量を調整する。
【００８６】
　図７～１１は、第２実施形態の光供給量調整値の算出処理を示すフローチャートである
。図７～１１の処理ステップのうち図４～６の処理ステップと同等のものに対しては図４
～６と同じ符号を付し、重複する説明は省略する。
【００８７】
　図７～１１のフローチャートにおいてステップＳ１１～Ｓ２９は、図４～６と共通して
いる。すなわち、第２実施形態の光供給量調整値の算出処理では、第１段階として、光源
ランプ１１０への供給電力量に対する調整が行われる。そして、以下で説明するように、
第２段階として、絞り１４０の開口範囲の上限値に対する調整が行われる。
【００８８】
　使用指標Ｍａｔｈが１より大きい場合（ステップＳ２４：ＹＥＳ）には、光供給量調整
部１７０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈに基づいて、絞り１４０の開口範囲の上限値候補を算出
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する（ステップＳ３１）。
【００８９】
　ステップＳ３２において光供給量調整部１７０Ｄは、ステップＳ３１で算出された開口
範囲上限値候補が、開口範囲上限値の下側限界値以下であるか否かを判定する。
【００９０】
　開口範囲上限値候補が開口範囲上限値の下側限界値以下である場合（ステップＳ３２：
ＹＥＳ）、光供給量調整部１７０Ｄは、開口範囲上限値の下側限界値を、絞り１４０の開
口範囲の上限値とする（ステップＳ３３）。
【００９１】
　開口範囲上限値候補が開口範囲上限値の下側限界値より大きい場合（ステップＳ３２：
ＮＯ）、光供給量調整部１７０Ｄは、開口範囲上限値候補を、絞り１４０の開口範囲の上
限値とする（ステップＳ３４）。
【００９２】
　ステップＳ３５において見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、出射端損失エネルギー見
込み量ＴｉｐｌｏｓｓＷを算出する。ここでの出射端損失エネルギー見込み量Ｔｉｐｌｏ
ｓｓＷは、例えば、上記式（１）の右辺に、さらに、絞り１４０の開口範囲の上限値を掛
け合わせることによって算出される。
【００９３】
　ステップＳ３６において見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、入射端損失エネルギー見
込み量ＰｌｏｓｓＷを算出する。ここでの入射端損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷは
、例えば、上記式（２）の右辺に、さらに、絞り１４０の開口範囲の上限値を掛け合わせ
ることによって算出される。
【００９４】
　ステップＳ３７において乖離指標算出部１７０Ｃは、例えば、上記式（３）を用いて、
出射端乖離指標Ｔｒａｔｅを算出し、例えば、上記式（４）を用いて、入射端乖離指標Ｐ
ｒａｔｅを算出する。
【００９５】
　ステップＳ３８において光供給量調整部１７０Ｄは、出射端乖離指標Ｔｒａｔｅ及び入
射端乖離指標Ｐｒａｔｅのうちで大きい方を、使用指標Ｍａｔｈとして決定する。
【００９６】
　ステップＳ３９において光供給量調整部１７０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈが１より大きい
か否かを判定し、使用指標Ｍａｔｈが１より大きい場合（ステップＳ３９：ＹＥＳ）には
、光供給量調整値の算出処理はエラー終了となり、使用指標Ｍａｔｈが１以下の場合（ス
テップＳ３９：ＮＯ）には、光供給量調整値の算出処理は終了（正常終了）する。光供給
量調整値の算出処理が正常終了した場合には、処理フローは、図３のステップＳ３へ進む
ことになる。一方、エラー終了の場合には、図３の処理フロー自体が終了する。
【００９７】
　また、ステップＳ４１において見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、例えば、上記式（
１）を用いて、出射端損失エネルギー見込み量ＴｉｐｌｏｓｓＷを算出する。
【００９８】
　ステップＳ４２において見込みエネルギー算出部１７０Ｂは、例えば、上記式（２）を
用いて、入射端損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷを算出する。
【００９９】
　ステップＳ４３において乖離指標算出部１７０Ｃは、例えば、上記式（３）を用いて、
出射端乖離指標Ｔｒａｔｅを算出し、例えば、上記式（４）を用いて、入射端乖離指標Ｐ
ｒａｔｅを算出する。
【０１００】
　ステップＳ４４において光供給量調整部１７０Ｄは、出射端乖離指標Ｔｒａｔｅ及び入
射端乖離指標Ｐｒａｔｅのうちで大きい方を、使用指標Ｍａｔｈとして決定する。
【０１０１】
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　ステップＳ４５において光供給量調整部１７０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈが１より小さい
か否かを判定する。
【０１０２】
　使用指標Ｍａｔｈが１より小さい場合（ステップＳ４５：ＹＥＳ）には、光供給量調整
部１７０Ｄは、使用指標Ｍａｔｈに基づいて、絞り１４０の開口範囲の上限値候補を算出
する（ステップＳ４６）。一方、使用指標Ｍａｔｈが１以上である場合（ステップＳ４５
：ＮＯ）、光供給量調整値の算出処理が正常終了する。
【０１０３】
　ステップＳ４７において光供給量調整部１７０Ｄは、ステップＳ４６で算出された開口
範囲上限値候補が、開口範囲上限値の上側限界値より小さいか否かを判定する。
【０１０４】
　開口範囲上限値候補が開口範囲上限値の上側限界値より小さい場合（ステップＳ４７：
ＹＥＳ）、光供給量調整部１７０Ｄは、開口範囲上限値候補を、絞り１４０の開口範囲の
上限値とする（ステップＳ４８）。そして、光供給量調整値の算出処理が正常終了する。
【０１０５】
　開口範囲上限値候補が開口範囲上限値の上側限界値以上である場合（ステップＳ４７：
ＮＯ）、光供給量調整部１７０Ｄは、開口範囲上限値の上側限界値を、絞り１４０の開口
範囲の上限値とする（ステップＳ４９）。そして、光供給量調整値の算出処理が正常終了
する。
【０１０６】
　次いで、ステップＳ３において光供給量調整部１７０Ｄは、修正後の光源電力設定値と
、絞り１４０の開口範囲の上限値とをメモリ１８０に記憶させる。
【０１０７】
　ステップＳ４において光供給量調整部１７０Ｄは、修正後の光源電力設定値を用いて、
光源ランプ１１０に対する供給電力量を調整するとともに、絞り１４０の開口範囲の上限
値を用いて、絞り１４０の開口量を調整することにより、電子内視鏡（内視鏡スコープ）
２００への光供給量を調整する。
【０１０８】
　ここで、数値例を出して、電子内視鏡（内視鏡スコープ）２００に対する光供給量の調
整例について説明する。
【０１０９】
　数値例として、光源ランプ１１０に対する現在の光源電力設定値を150Wとし、ηLA＝1.
10、ηPR＝0.9、Ploss%＝0.05、ηSC＝0.93、Tiploss%＝0.1、MaxPW＝8[W]、MaxTipW＝12
[W]とする。
　このときの入射端損失エネルギー見込み量ＰｌｏｓｓＷ及び出射端損失エネルギー見込
み量ＴｉｐｌｏｓｓＷは、次の式で求められる。
　PlossW＝150*1.1*0.9*0.05＝7.425
　TiplossW＝150*1.1*0.9*(1-0.05)*0.93*0.1＝13.1
　そして、入射端乖離指標Ｐｒａｔｅ及び出射端乖離指標Ｔｒａｔｅは次の式で求められ
る。
　Prate＝7.425/8＝0.9285
　Trate＝13.1/12＝1.092
　従って、Ｔｒａｔｅ＞Ｐｒａｔｅなので、ＴｒａｔｅがＭａｔｈとなる。そして、Ｍａ
ｔｈが１を超えているので、0.092の割合だけ現在の光源電力設定値を減少した低減修正
値候補は、137.4Wとなる。ここで、供給電力の設定可能範囲の下限値が140Wであるとする
と、低減修正後の光源電力設定値は、140Wとなる。この低減修正後の光源電力設定値を用
いて、Ｔｒａｔｅを算出すると、Trate＝1.02となり、絞り１４０の開口範囲の上限値を0
.02分だけ減少させる制御が行われる。
【０１１０】
　以上のように第２実施形態によれば、電子内視鏡用プロセッサ１００において、光供給
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変化部）１４０の開口範囲の上限値に対する調整との段階調整を実行して、電子内視鏡２
００への光供給量を調整する。
【０１１１】
　この電子内視鏡用プロセッサ１００の構成により、電子内視鏡２００への光供給量をよ
り細かく調整することができるので、安全性を確保した上で、さらに多くの光を電子内視
鏡２００へ供給することができる。
【符号の説明】
【０１１２】
１０　電子内視鏡システム
１００　電子内視鏡用プロセッサ
１１０　光源ランプ（光源）
１２０　フィルタ
１２０Ａ　熱吸収フィルタ
１２０Ｂ　ＩＲカットフィルタ（赤外カットフィルタ）
１３０　集光レンズ
１４０　絞り（通過光量変化部）
１５０　ランプ電源
１６０　モータ（駆動部）
１７０　ＣＰＵ（制御手段）
１７０Ａ　パラメータ取得部（取得手段）
１７０Ｂ　見込みエネルギー算出部（見込みエネルギー算出手段）
１７０Ｃ　乖離指標算出部（乖離指標算出手段）
１７０Ｄ　光供給量調整部（光供給量調整手段）
１８０　メモリ
２００　電子内視鏡（内視鏡スコープ）
２１０　挿入部
２２０　ユニバーサルチューブ
２３０　コネクタ部
２４０　ライトガイドファイバ
２４２　入射端面
２５０　照明レンズ（配光用レンズ）
２６０　対物レンズ（観察用レンズ）
２７０　ＣＣＤ（撮像素子）
２８０　信号伝送ケーブル
２９０　ＡＦＥ
２９５　メモリ
３００　モニタ
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